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ロシアの作家 とチ ェチ ェ ン

A・S・ プー シキ ンの故郷 と異境

藤 沼 貴

この紀要で数回繰 り返 し述べた ように,私 はロシア作家 とチ ェチェンの関

係 をテーマ とした著作 を計画 している。 そ して,そ の0部 分の基礎 とな る小

論 をすで に4回,本 紀要 に発表 した。1今 回の小文 はプー シキン とチ ェチェン

やカフカース,さ らには異文化 とのかかわ りに触 れたものだが,す でに発表

したもの と同 じく,こ の小文 も将来 の著作の一部 とな るはずの ものであ る。

また,今 回 もこれ まで と同様,少 数の資料 をもとに短期間で書かれた素描 に

すぎない上に,内 容の性質上 「論文」よ り,む しろ 「語 り」に近 いものだが,

将来 の著作 の担保 として,あ えて公表す るこ とに した。

1プ ー シキ ンの 血 筋

この小論の枠 内で くわ しく見 ることは到底 できないが,19世 紀 ロシアに と

って,「 他者」の問題 は実生活の面で も,社 会面 で も,精 神文化 の面で も,も

っ とも重要な問題 の0つ だった。文学で も,自 己の発見 と構築 に費や された

18世 紀 と違 って,19世 紀で は,他 者 の問題が 自分 の中の他者,自 分 の文化

の内部 の他者,そ して,も ちろん異文化 の中の他者 を含 めて,最 重要 な問題

の0つ だった。 しか も,そ の重要度 は「ロシアに とって は,他 の ヨー ロッパ諸
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国や 日本 に比べてはるかに大 きい。この問題 の解 明な しに,19世 紀 ロシア文

学 ぼか りでな く,ロ シアの文化パ ター ンの特質 を明 らかにす ることは不可能

と言 って過言 でない。

ロシアに とっての他者 の問題の中で,カ フカースは重要 な一角 を占めてい

るが,こ の問題 に もっ とも早 く取 り組んだのは,す でに同時代人 に よって認

め られていたよ うに,1821年 に 『カ フカースの捕虜 』を書 き上げたプーシキ

ンにほかな らない。1843年 ベ リンス キーは,作 者 プー シキ ンが この作品で

「壮大 なカ フカースの容姿 を創造 し」
,「ロシア社会 は初 めてカフカースを知 っ

た」2と 述べてい る。

私が この紀要 に掲載 した小論ですでに取 り上 げたグ リボエー ドブは1818

年 外務官僚 にな ると,ま もな くペル シャのロシア公使館勤務 を命 じられ,カ

フカースを経由 してテヘ ランに赴任 し,カ フカース とペルシャの間 を往復 し

なが ら,外 交官 として活躍 した。途中短期間だけロシアに戻 った ことが ある

が,1829年 テヘ ランで地元民 によるロシア公使館襲撃 に遭 って不慮の死 を遂

げるまで,11年 余 の勤務生活 のほ とん どすべてをペル シャ とグルジアで過 ご

した。かれは当時のロシア切 ってのカフカース ・ペル シャ通で,1828年,死

の直前 にグル ジア女性 と結婚 したほ どだった。また,か れは 『グル ジアの夜』

と題す る悲劇を書 こうとしていた(あ るいは,書 き始 めた)。 しか し,今 残 っ

ているその悲劇 は数 ページの断片 に過 ぎない。 また,そ の代表作 『知恵の悲

しみ』 は直接 カフカース にはかかわ っていない。っ ま り,残 念 な ことに,か

れの深 く長い貴重なカフカース体験 は言葉 によっては,ま して,文 学作品 と

して は,表 現 されて いないのである。

や は り私が この紀要で取 り上 げたベス トゥージェフ=マ ル リンス キーはカ

フカースに題材 を とった小説,紀 行 をた くさん書 いたが,か れが軍人 として

カフカースに赴任 したのは1829年,カ フカース関連 の作品を書 いたのはそ

れ以後 の ことだった。そのほかに,プ ー シキン自身が 『カ フカースの捕虜』
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の後注で紹介 しているように,デ ルジャーヴィン,ジ ュコフスキーな ど,か

れ以前 の作家 の作品 にもカフカースの描写が見 られ るが,そ れ はカ フカース

に対 す る特別 の関心を示す もので はない。3と い うわ けで,文 学作品の中で

カフカース と正面 か ら向き合 ったのは,プ ーシキンが最初 だった。

プーシキ ンがカフカースに直接対面 したのは,か れが1820年 にそこへ追

放 された とい う外面 的な事情 によるものだが,か れはその異境 を敏感に,深

く感 じとり,そ の生活,文 化,そ こに生 き る人々,そ の人 たち と外来者 ロシ

ア人 との関わ りを観察 ・考察 し,人 に伝 え るぼか りでな く,異 境体験 を 自分

の内面 に取 り込 んで,精 神形成 と詩情充実 の要素 に した。 それをみ ごとに成

し遂 げるこ とができたのは,か れの非凡 な詩 的鋭敏 さや精神 的柔軟 さに もよ

るのだろ うが,そ れ以外に,か れ 自身の中に本来 的に存在 した 「異邦人体験」

と言 うべ きものが作用 していた と思われ る。

よ く知 られているよ うに,プ ー シキンの中にはアフリカ人の血が入 ってい

た。かれの母方 の曽祖父アブラーム ・ペ トローヴィチ ・ハ ンニバル(ロ シア

語 の発音で は,ガ ンニバル)(1697-1781)は ア ビシニア(現 エチオ ピア)

の領主である公家の生 まれで,幼 い ときに人質 として トルコの コンスタンチ

ノープル(現 イスタンブール)に 送 られ,そ こで ロシアの トル コ駐在公使 の

手に渡 り(後掲 のプーシキンの詩 によれぼ,ラ ム酒一本の値段 で買 い取 られ),

ピ ョー トル大帝 に献上 されたのだった。つ ま り,プ ーシキ ンは血統 的に8分

の1ア フ リカ人 だったのである。

しか も,こ の生粋 の異邦人であ るア ブラーム ・ハ ンニバルがプーシキンの

祖先 に当たる父方のプー シキン家 母方のハ ンニバル家 の数 多い祖先 の中で

もっ とも傑 出 した人物 であ り,プ ー シキン自身祖先 の中で この曽祖父 に特 に

敬愛の情 を抱いていた。1830年 かれは 「私 の系譜」 とい う短 い詩 を書 いて,

13世 紀以来600年 にわ たる父方のプーシキン家の数多い祖先たちを35行 で

紹介 したが,そ の後 で 《Postscriptum》(追 白)と して,特 に母方のアブラ
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一ム ・ハ ンニバルー人 を取 り上 げ
,20行 の詩 を捧 げた。そ こで詩人 は曽祖父

を次 のように誇 ってい る。

私の黒 い祖父ハ ンニバル は

ラム酒一・本 の値段 で買 い取 られ,

船長 の手 に渡 った。4

その船長は誉れ高い船長だ。

その櫛箭でわが国土は動 き出し,

船長は祖国の船の舵を

強 く堂々 と加速させた。

その船長が祖父 には心安 く,

安値 で買われた黒い子が

成長 して,勤 勉,清 廉,

奴隷 ではな く,皇 帝 の心の友だ った。5

プーシキンは20歳 の若 さで 自叙伝 の執筆 をは じめた と自ら述べているが,

デカブ リス ト事件 の際 にその原稿 を焼却 して しまった。6そ の後1834年 ころ

にふたたび 自伝 を書 きはじめたが,長 続 き しなかった ようで,遺 稿 には祖先

の ことを書 いた冒頭 の部分 しか残 っていない。その中で もプーシキ ンは紙数

の大半をアブラーム ・ハ ンニバル の紹介 に当てている。7

しか し,ア ブラーム ・ハ ンニバルに対 す るプーシキンの関心の大 きさを,

何 よ りもはっ き り示 してい るのは,か れが この祖先 を主人公 とす る小説 『ピ

ョー トル大帝 の黒人』8を1825年 に構i想し,1827年 に書 きは じめて,第7

章 の冒頭 まで執筆 し,一 部分 を生前 に発表 していた ことであ る。 自分の祖先

の一・人 だけを取 り上 げて作品を書 いた例 は東西古今を通 じてあま りな く,こ

の小説 はプーシキンがアブラーム ・ハ ンニバルに向けていた関心 の大 きさを
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証拠立ててい る。

2プ ー シキ ンの 中 の異 邦 人

アフ リカ系の人々は欧米諸国で長 い間差別 を受 け,そ れが非人間的に苛酷

な場合 もまれではな く,現 在 も差別 は根絶 されていない。 ロシアで は生粋 の

ア フリカ人であ るアブ ラーム ・ハ ンニバルで さえ,皇 帝に 目をかけ られて重

用 され,す で に混血 となった後 のハ ンニバルー族 はあま り差別 に苦 しめ られ

た様 子 はない。しか し,そ れは社会的 レベルの こ とで,日 常生活,人 間関係,

微細な心理の レベルで は,か な り深刻 な問題 もあった。その ことは,す ぐ後

で見 るように,『ピョー トル大帝の黒人』を通 じても容易 に知 るこ とがで きる。

今 も残 ってい る肖像画を見 る と,8分 の1に 薄 まっていたはずのア フリカ

の血が,プ ー シキンの縮 れた髪,浅 黒い肌,突 き出た唇 に くっき りその刻印

を残 している。会 う人 はかれ の家系 を知 らな くて も,そ の容貌 を0目 見ただ

けで,異 国の血 を感 じとったにちが いない。敏感な詩人 自身 それを察 してい

ただ ろ う。かれは南方 に追放 されて異境体験 をす る以前に,他 に類例のない

独特 な異境感覚 を随所 に見せてい る。 た とえぼ象徴的な ことに,プ ーシキ ン

全集の冒頭 に掲載 されてい る詩 「ナター リアへ」に,こ んな詩句が見 られ る。

・・・・… ナター リア!

ぼ くの言 うこ とを聞いてお くれ,

ぼ くはハ レムの持 ち主で はない,

黒人で もない,ト ル コ人 で もない。

盤勲な中国人や,

が さっ なアメ リカ人 と

思って もい けな い。g

好 きな女性 が 自分 に 目を向けて くれ るよ うに願 って,自 分が異邦人でない

ことを訴 え,し か も,第 一 に 自分 は 「黒人ではない」 とい うのは,普 通の感
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覚で はあ るまい。それ は自分 が他人 に変わった印象をあた えることを意識 し

ていた人間の感覚で あ り,劣 等感だった。 プーシキンが詩人的な内向性 と傷

っ きやす さ,ひ そか な自負 と野心を持 っていたために,人 の輪 に気安 く入 り

込めず,家 族の中で も 「醜 いあひ るの子」 だった と言 う人 もいるが10,社 交

界で も,か れは自分 を白鳥の群れの中の黒 いあひるかカラスのように感 じて

いたのか も しれない。かれ は未完の民謡調 の詩 の断片で,お そ らく曽祖父ア

ブラーム・ハ ンニバルの ことを頭 において,こ んな風 に言 った こともあった。

皇帝づ きの黒人が結婚 しようと思 い立 ち,

黒人が令嬢たちの間 をぶ らぶ ら歩 き,

黒人が令嬢 たちをち らち ら見 や る。

黒人が お嬢 さまを選んだのさ,

黒 いカ ラスが 白鳥 を選 んだ ように。

かれ は黒人,真 っ黒だ,

かの女 は,い い子,真 っ白だ。11

な ん と僅か7行 の詩 の中に5回 も 「黒人」 とい う言葉が繰 り返 され,そ れ

が 「黒いカラス」 として 白鳥 に対比 されてい る。 この詩 は厳 しい風刺で はな

く,軽 い巖 嶽 として受 け取 るべ きなのカ・もしれない力斗 それ に して も,あ

ま り類例のない作品である。

実際 曽祖父 と美 しいギ リシャ系令嬢 との最初 の結婚 は不幸 に終 わった。

プーシキン自身の言葉 によると,妻 が産 んだ女の子が 白人だったので,ア ブ

ラームは激怒 し,か の女 を離別 して,修 道院に追 いや った。12研 究者たちは

資料 を調べて,ハ ンニバ ルの最初 の妻 に は子供 が なかった と推測 してい る

が13,こ のよ うなプライベー トな問題 の場合,正 規 の資料 よ り,家 庭 内の言

い伝 えの方がむ しろ正 しいか もしれない。いずれにせ よ,常 に抑圧 を感 じて

いるアフ リカ系 の人の苦悩が 『ピ ョー トル大帝の黒人』 の中心的な問題 の一

つだった。 この小説 は1820年 代後半 に書 かれた ものだが,プ ー シキンがお
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そ ら くそれ以前か ら絶 えず感 じていた 「異邦人体験 」を裏書 するもっ とも確

実 な拠 り所 で もある。 この作 品の内容全体 はよ く知 られてい るので,こ こで

はその粗筋 を述べ るのではな く,特 に 「異邦人体験 」にかかわ る個所 を拾 っ

て見 ることに しよう。

『ピョー トル大帝 の黒人』の主 人公 はプー シキンの曽祖父 ア ブラーム ・ハ

ンニバルを原型に した と考 えられ るイブラヒム(ロ シア語 の発音では,イ ブ

ラギム)で ある。14か れは外国の事情 を学ぶ ために,ピ ョー トル大帝 に よっ

て ロシアか らパ リに送 られた若者 の一人 で,パ リの軍 の学校で勉強 しなが ら,

上流 の社交界 に出入 りしていた。その教養,知 性,そ れ にエキゾチ ックな容

貌 は上流婦人 たちの注 目を引 き,か れ は先 を争 って招待 され るとい う人気者

だ った。 しか し,賢 明なイ ブラヒム 自身は 「愛 し愛 され るようには,自 然が

自分 を造 って くれて はいない」 と思 い,美 しい女性 たちが 「通 り一遍 の好奇

心以上の,心 を くす ぐるよ うな感情 をこめて 自分 を見て くれて も,先 入観 に

とらわれたイ ブラヒムはい っさい 目を くれ ないか,そ れ をただ女 の魂 甥薫 に

過 ぎない と見ていた」。ところが,そ のイブラヒムもつ いに社交界で評判の高

いD伯 爵夫人 の魅力 の とりこにな り,は じめは躊躇 していた夫人 もかれの情

熱 に負 けて しま う。

二人が親 しい関係 になったのを察す る と,社 交界 の態度 はたちまち硬化 し

た。女性 たちは 「D夫 人 の選 択 にあきれ」,ま もな く 「裏 の意味を含 んだ男

たちの冗談や,棘 のあ る女性たちの言葉が二人 の耳 にまで とどくよ うになっ

た」。

やがてD伯 爵夫人 は娘 を出産す る。それ はあ らか じめ危惧 していた通 り肌

の黒 い子 だった。それ に備 えて準備 していた手筈 に したが って,別 の白い赤

ん坊が運 び込 まれ,黒 い子 とす り換 えられて,夫D伯 爵の 目を うま くごまか

す ことができた。

ピ ョー トル大帝か ら何度 も帰 国の催促 を受 けていたイブラ ヒムは,い ろい
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うな口実 をか まえてパ リに留 まっていた。ペテル ブル グよ りパ リの生活のほ

うが 快適 だった し,そ れにD夫 人 との響 があったか らだった。 しか し,夫

人 の出産後,イ ブラヒムは二人 の関係が不幸な結末 に近づいてい るのを察知

してロシアに帰 り,待 ちかねていた ピョー トル大帝 に歓迎 されて,側 近 の一

人 に加 えられ る。

その後 もイブラヒムはD夫 人への想いを断ち切 れず,夫 人 の悲 しみを思 い

やっていた。 しか し,パ リか ら戻 った友人か ら,D夫 人が さっそ く別の愛人

をつ くって人生 を楽 しんでいることを聞 き,自 分が結局 は情事 グルメのD夫

人 の慰み者だ った ことを思 い知 る。

ピョー トル大帝 はこのイブラヒムを結婚 させ よ うと考 え,名 門公爵ル ジェ

フスキーの令嬢で,17歳 のかわいいダ ンスの名手ナター リアに白羽の矢を立

て る。 ピョー トルは 自らル ジェフスキー家 に乗 り込み,専 制君主 の権 力で,

父公爵 にナター リアをイ ブラヒムに嫁がせ るように 「命令す る」。いかにもピ

ョー トル らしい強引 さだが,自 分の亡 き後,孤 独 な黒人が ロシア社会で生 き

抜 くの は難 しいだ ろ うとい う,深 い読 みもあった ようだ。 ピ ョー トルはイブ

ラヒムにこう言 ったのであ る。

「いいか
,イ ブ ラヒム,お 前 は孤独 だ,親 類 もな けれ ぼ,一 族 もいない,

誰 に とって もよそ者 だ。 きょうおれが死んでみ ろ,あ したお前 は どうな る,

かわいそうな黒 んぼ?ま だ時間が あるうちに,お 前 は身 を固めておかなけ

ればな らん。新 しい係累の中に支 えを見つ けて,ロ シアの大貴族 と結 びつ く

んだ」

大帝 か らナター リアをイブラヒム と結婚 させ るように言われた とき,親 族

たちはショックとい うよ り,恐 怖 を感 じた。 それをプーシキ ンは生々 しく伝

えてい る。 もちろんその叙述 は文学 的創造 だが,表 面 的な愛想の よさの下 に

隠 されていた,ア フ リカ人 に対す るロシア人の本音 は,お そ ら くプーシキン

が書いてい るよ うなものだ ったのだ ろう。
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若 くして死んだナター リアの母 は名門ルイコフ家の出だったが,か わいい

孫娘 が 「黒人」の嫁 にや られ ることを知 った祖母 のルイ コフ公爵夫人 は 「あ

っ と叫んで,両 手 をパ チ リと打ち鳴 らし」,祖 父のルイ コフ公爵 も驚 き呆れて

「黒人 のイ ブラヒムに!」 とさけぶ。 そ して,公 爵夫人 は夫 に 「ね,あ なた,

自分 の血 を分 けた子 を死 ぬほ どの目に合わせて はいけないわ。かわいいナタ

ーシャを黒い悪魔 の爪 に渡 してはい けないの よ」 と言 う。 それ に答 えて,祖

父の老公爵 はさけぶ。「なん とい うことだ!ナ ター シャを,わ しの孫 を,金

で買われ た黒 んぼにや る とは!」

この話 を聞 いたナター リア自身 もひ どいシ ョックを受 ける。かの女 は気 を

失 って倒 れ,お まけに嫁入 り道具の入 った箱 に頭 をぶっつ けて,ベ ッ ドに運

ばれた挙句,高 熱 を出 して寝っ いて しま う。 その時 うわ言のなかで呼んだ名

か ら,ナ ター リアにはも う好 きな男がいた こ とがわか る。体が回復 した後 も,

かの女 は 「嫌 らしい結婚が成立す る前 に死 ぬ ことがただ一・つの望 みだ」 と思

うほ どだった。

一方
,イ ブラヒム 自身 も皇帝か らこの話 を聞いて不安 に襲 われ,こ う答 え

る。「… 結婚 とい うことを考 え ます と,若 い娘 とその親族 たちが承知 する

で しょうか。私 の顔 かたちが ・・」

これに対 して ピョー トル は「お前の顔かたち!く だ らん こ とを言 うな!」

と一 喝 して,相 手 に しなか ったが,皇 帝 と別れた後,イ ブラ ヒムは結婚 して

も 「妻か ら愛 を求め ることはす るまい。妻が貞節で あれぼ満足 しよ う」 とひ

そか に自分 に誓 うのだった。

繰 り返 して言 えぼ,こ れ はプー シキンの文学 的創作 である。 しか し,プ ー

シキンに とって,百 年前 の ピョー トル時代 のロシアは,あ る程度実感で きる

ほ どの昔だ っただ ろう。 しか も,こ の過去の叙述 には,現 時点 のかれ 自身の

「異邦人体験」が結 びつ いていた と考 え られ る。この感覚 は劣等感であ る反面,

優越感でもあ り,複 答i白る竸 になっていた。
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3プ ー シキ ンの 中の 「南 」 と詩 情

その優越感 の第0は,ア ブラームをは じめ黒 い肌の祖先 こそが,白 人 の誰

に も負 けない優秀 な人間で,プ ーシキンがそれを誇 りに していた ことだった。

そ う考 えて よい根拠 はすで に示 しておいた。 も う0つ の,そ して,も う少 し

複雑な優越感 は,自 分 の人並 みはずれた激 しい感情 に対す るプー一シキンの思

いだった。かれ は幼 い時か らひ ど く感情 的で,そ れ は しぼ しば常軌 を逸 して

他人の迷惑になるほ どだった らしい。たびたび引用 されて,よ く知 られ てい

るものだ,.費 族章稜 時代 の友人たちは次 のようにプーシキ ンを見ていた。

学校 の寮 で プー シ キ ン と部 屋 が 隣 り合 わせ だ った1・ プ ー シ チ ン は次 の よ

うに言 う。「プ,_....シキ ン は最 初 か らた い て い の 者 よ り苛立 ちや す く,そ の た め

に み ん な か ら好 感 を も た れ なか った。 それ はエ キセ ン トリックな人 間が 人 の

問で受 ける欝 なのだ。・… かれには 〈如才 のなさ〉 と呼 ばれ るもの,つ

ま り,ま った く遠慮のない態度では,日 々 の生活の不愉快 な衝突か ら身 を守

る ことが難 しいか,ほ とん ど不可能 な共 同生活 の中で無 くてはな らない宝が,

欠 けていた ことだった」 そ して,プ ーシチ ンは自分 がプー シキン と親友 にな

れたのは,欠 点 も含 めてかれを好 きにな ることがで きたか らだ,と 回想 して

いる。15

プーシチ ンと違 い,プ ー シキ ンの欠点 を好 きになれなかったM・ コル フは

もっ と手厳 しい。「異常な まで に興奮 しやす く,歯 止めのきか ない(母 方 の血

筋 で)ア フリカ的な激 しい感情 を もってお り,い つ も上の空で,い つ も詩 的

な夢想 にふけっていて,子 供 の ころか ら誉 め られ,ど このサー クル にもいる

おべ っか使 いに甘やか されて いたので,プ ーシキンは学校 時代 も,そ の後上

流社会 で も,そ の態度 にはなに一・つ魅 力的なものがなか った16」 コル フはプ

ー シキンの慎 みのない感情的 な言動 を嫌 っていたぼか りでな く
,そ れ を先祖

譲 りの 「アフ リカ的な もの」 として軽蔑 していたのである。
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しか し,プ ー シキン自身が感情 的な 自分 の性質 を恥 じた ことはなかった。

逆 に,自 分が 自由な感情 を持 ってい ることを,生 来の気質だか ら変 えよ うが

ない と考 えていたぼか りでな く,そ れを不道徳 な こと,人 間 として好 ま しく

ない こととは考 えず,む しろ,当 然 の ことと考 え,ひ そか に誇 りを抱 いてい

た。 そ して,感 情の抑圧 を嫌 い,感 情 的 に萎縮 した人間 を軽蔑 していた。 そ

のようなプーシキ ンの気持 ちを表 してい る例 は枚挙 にい とまが ない。 い くら

か誇張すれぼ,か れの全創作が そ うだった とさえ言 え る。

プーシキンは母校である豊族孕稜をかれな りに愛 していた魁 その規律に

縛 られた生活はかれには重苦 しいもので,一 度ならず豊族牽稜を修道院に,

そこで学ぶ 自分 を修道僧 になぞ らえていた。 この小論 の5ペ ージに掲 げた詩

「ナター リアへ」 の最後 でかれ は こう告 白 して いる。

知 ってお くれ,ナ ター リア!ぼ くは … 修道僧!

大全集 で2番 目,つ ま り,「ナター リア」の次 に掲載 されてい る詩 は 「修道

僧」 と題 されている。17未 完で,作 者 の生前 には発表 されなか った この物語

詩 の10ペ ージほ どの断片が,ほ とん ど注 目され ないのはやむを得 ない。 し

か し,こ の作品は道徳 と情熱,そ れ と結 びっいた新 しい詩 の傾 向 と詩人 の使

命 につ いてのプーシキ ンの基本 的な考 えをはっき り示 してい る。 この詩 はノ

ヴゴロ ドの聖 ヨア ンの伝記を基 に したもの と言 われてい るが,読 者 には必ず

しもそのような解説 は必要 ではない。徳 の高い修道僧(作 品で はモスクワ近

郊 のパ ンクラーチー)が 一枚 のスカー トの幻影 に振 り回され る皮 肉で,し か

も,13歳 の少年 に しては鋭 く深い意味 を含んだ詩句 を読むだけで十分 であ る。

それを修道院(豊 族章稜)の 壁の中で苦 しむ詩人 自身の戯画 と受け取っても

構 わない。

そ うすれ ぼ,こ の ささやかな詩 の中に,そ の後一生変わ ることのなかった

プーシキンの自分の本質 につ いてや,人 間性,詩 と詩人の使命,そ れ を身 に

引 き受 けようとす る自分の運命 につ いての考 え と態度が,は っき り読み取れ
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る。そ して,自 分 の性質,自 分 の詩人 としての活動が非難攻撃 の的 にな り,

成功 も富 も名声 も約束 して くれない ことを,か れが詩 人 として出発 す る時点

で,す で によ く認識 していた こともわか る。 にもかかわ らず,そ の苦難 に向

か うこ とをプーシキ ンが決意 したの は,こ れか ら詩人が創造 すべ き世界 につ

いて,か れが明確 なイメージを持 ってお り,そ れに 自信 と自負 を抱 いていた

か らこそであろ う。 また,そ れに加 えて,自 分の血 肉の中に,今 の言葉でい

えばDNAの 中に,自 分 の道 を決定 す るものが あ り,そ れ を変 えることはで

きない し,変 えて はな らないこ とを知 って いたか らで もあろ う。

その動 か しがた い ものを,か れ はハ ンニバ ル家 の血筋 に由来 す るもの と

感 じていた ようだ。『ピ ョー トル大帝の黒人』の中で,プ ー シキ ンは曽祖父 ア

ブラーム ・ハ ンニバルを原型 とす る主人公 イブラヒムが 「その(若 い)年 齢

と血統 の 〔下線 は藤沼〕熱情 を こめて」18世 間の旋風 に身 を投 じた ことを書

いてい る。 プーシキンは自分 の情 熱 も,自 分 の奥底か ら湧 き起 こる,抑 え難

い 「南 の呼び声」 と感 じていた。1820年4月 半 ぼ,す で に南方追放が決定

的になった とき,プ ー シキ ンは友人P・ ヴャーゼ ムスキー に手紙 で こう書 き

送 っている。「ペテルブル グは詩人 には息苦 しい。ぼ くは異国の辺境 に憧 れて

いる。 ひ ょっ とす ると,南 国の空気が ぼ くの魂 を よみがえ らせて くれ るか も

しれない」19

こ う した想 い は,プ ー シ キ ン が 初 め て 置 に 「南 国 」 カ フカ ー ス と対 面 し,

ロシア人 に とって 「南」 のシンボルで ある海 を見 た とき,生 々 しい興奮 にみ

ちた詩句 となって ほ とぼ しる。

昼 の太 陽は消 えた。

青 い海 にタベの舗 がお りる。

は た め け,は た め け,風 に逆 らわ ぬ 帆 よ。

波 立 て,私 の 足 元 で,暗 い海 原 よ。

私 は 見 る,は る か な岸 を,
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南の地 の謎 め く国 を。

胸 ときめかせ,憧 れて私 はそ こへ ひた走 る。

思 い出に浸 されなが ら …

そ して感 じる,目 にふたたび涙が生 まれ るのを。

心 はたぎ り,し びれ る。

いつか見 た夢が私 のまわ りを飛ぶ。

私 は思い出す,昔 の狂 お しい恋を,

苦 しんだすべての こ と,心 懐か しいすべての こと,

願 い と希望 の胸 うず く幻滅 を。

はためけ,は ためけ,風 に逆 らわぬ帆 よ。

波立て,私 の足元で,暗 い海原 よ。20

そ して,こ の詩句 は4年 後,去 るにあた ってカ フカースへ捧 げた別れ の詩

「海へ」 と0対 をな してい る。

さらぼ,自 由な自然 よ!

別れの蔭に私の前で

お前 は青 い波 をうね らせ

誇 り高 い美 しさを輝 かせ る。

さ らば,海 よ!私 は忘れない

お前の強 くあでやかな美 しさを

そ して,永 く永 く聞 くのだ

ひ ととき

夜の一刻のお前の波の喩 りを

森 と林へ,無 言の荒野へ

お前 に心満た されて,私 は持ち帰 る

お前の切 り立っ岸壁 を,お 前の入 り江 を,
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そ して光 と,影 と,波 の語 る声 を。21

出 会 い と別 れ の とき に,「 南 」 へ の 深 い想 い を うた っ た この二 っ の詩 の間

に,4年 の歳 月 が あ っ た 。 そ して,そ れ は 『カ フ カ ー ス の 捕 虜 』,『 パ フチ サ

ラ イ の 噴水 』,『ジ プ シ ー 』,さ らに は 『エ ヴ ゲ ニ ー ・オ ネ ー ギ ン』 まで も生 み

出 した豊穣 な4年 問 だ っ た 。 『ル ス ラ ン と リ ュ ドミー ラ』 を書 いて,ち ょ う

ど本 格 的 な詩 人 と して 立 っ た プー シ キ ンが,異 境 で も あ り,秘 か な故 郷 で も

あ る 「南 の 国 」 に対 面 した とき,そ の 詩 情 は爆 発 的 に 高 ま り,豊 か に な り,

充 実 した の で あ る。

4プ ー シキ ン と国 民 詩 人

プーシキンが この上 もな くロシア的な詩人だった こと,ロ シアを こよな く

愛 し,表 現 した詩人だった こ とは,ロ シア人ぼか りか,外 国人であるわれわ

れ まで も,教 科書か らは じまって,何 度 も頭 に叩 き込 まれ,い ささか食傷気

味ではある。 しか し,プ ー シキンが もっ ともロシア的な詩人であ ることは紛

れ もない事実 で,疑 い ようがない。今 さら繰 り返す まで もない ことだが,プ

ー シキ ンの最初 の大作で
,20歳 の若者 をロシアの代表的詩人 に押 し上 げた

『ルスラン とリュ ドミー ラ』は
,ロ シアの源泉 であるファー クロアの世界 を取

り上 げた ものだ った。その冒頭 を暗記 していないロシア人は今 で もいない。

入 り江 のほ とりには緑 の楢 の木。

その楢 の木 には黄金 の鎖。

昼 も夜 も物知 り猫 が

絶 えず その鎖 を伝 って歩 きまわ る。

右 に行 って は一 歌 を歌 い,

左 に行 って は一 お とぎ話 を語 る。

そ して

そ こにはロシアの息吹が あ る … 古 きロシアの匂 いがす る!22
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ので ある。

こうした昔なが らのロシアの息吹 をプーシキ ンに伝 えたのが,婆 やのア リ

ーナだった ことも
,繰 り返 し語 られてい るし,プ ーシキン自身 「夢」 と呼 ぼ

れ る詩 の中で こう回想 している。

私 は自分 のお しゃべ りが 自分 で も嬉 しくないが,

子供 の ころを思い出すのは好 きだ。

ああ!語 らず にい られ ようか,私 の婆 やの ことや,

秘密 めいた夜のすぼ らしさを,

ナイ トキャップをかぶ り,古 めか しい衣装 を着て,

婆やが お祈 りで もろ もろの霊 を遠 ざけ,

念入 りに私 に十字 を切 り

声 をひそめて私 に死人の こと,

王子 ボヴァの こと語 りは じめ る夜 を …23

ア リーナ とプー シキ ンの心 の交流 は,か れが大 人になってか らもっつ いた。

1824年,カ フカースか ら帰 国 させ られ,今 度 は 自分 の領地 ミハイロフスコエ

村 に藝怠 を命 じられた とき,か れは多 くの時をア リー ナ と差 し向かいで過 ご

した。ア リーナに呼びかけた 「冬 の夜」の次 の詩句 も,忘 れ る人 はいるまい。

飲 もうじゃや ないか,わ び しい私 の

青春 のや さ しい友 よ,

飲 もう,憂 さぼ らしに。 ジ ョッキは どこだい?

少 しは心 が晴れ るだろ うよ。

歌 って お くれ,西 権 が ひっそ り

海 のかなたで生 きてた歌 を。

歌 ってお くれ,乙 女が ひ とり,

朝早 く水汲 みに行 った歌 を。24

プー シキンはペテルブルグが息苦 しい と,し ぼ しぼ嘆いていた。 それで も
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『青銅 の騎士』には次 のよ うな詩句が あ り
,そ れを暗記 していない ロシア人 は

や は りほ とん どいな いだろ う。

お前が好 きだ,ピ ョー トルに造 られた もの よ,

お前の き りりとした,整 った姿が,

ネヴァ川 の堂々 とした流れが,

その御影石の岸辺が。25

それ以上 に,プ ーシキ ンはロシアの田園が好 きだった。た とえば,か れを

カフカースへ追いや る原因 にもなった詩 「村」 の中で,か れは こううたって

いる。

ぼ くはお前 の ものだ 好 きなのだ,こ の暗い

涼 しくて,花 咲 く園が,

香 り高 い草の山をそこか しこに積み上 げ,

光 る小川が潅木 の中を流れ るこの草場が。26

この ように,プ ーシキンは心底か らロシアの詩人だ った。それ を証拠立て

るために,も うこれ以上,ベ リンスキー,ゴ ーゴ リ,ト ゥルゲーネ フ,ド ス

トエ フスキーな どの言葉 を引用す る必要 もあ るまい。 しか し,プ ー シキンが

真 のロシアの詩人だった ことと,か れが生 まれつ き異邦人 を内部 にもってい

た ことや,異 境 に心惹かれていた ことはまった く矛盾 しないぼか りでな く,

まさにその ことによって,か れが もっ とも「ロシア的な人 間だ った ことが証拠

立 て られ る。前述 した とお り,こ こでは場違 いなので深入 りしないが,他 者

の問題 は19世 紀 ロシア文化 の大 きな問題 の一つであ り,プ ーシキンはその

問題 に深 く踏み込み,み ご とな結果 を生み出 した人 だった。その複合性 こそ

が 「ロシア的」とい うことの真の意味 なのである。

1835年,プ ー シキ ンは 「記念碑」 とい う短い詩 を書 いた。18世 紀以来,

同 じ題名 の詩 を書いた詩人 は多い。 それ は自分の創作のいわぼマニ フェス ト

を,自 分 に捧 げ る碑 の銘の ような形 で うたったもので ある。その中で もフ.一
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シキンの作品は 目を引 く。

私 の評判 は宏大 なロシア全土 に行 き渡 り,

その中に住 むすべての民が私 の名 を口にする。

フ イ ン

誇 り高 いス ラブの末喬 も,NJ奴 の人 も,今 は未開 な

ツングース も,草 原 の友 カル ムイクも。

このよ うに,プ ー シキン自身,自 分が ロシアの詩人 である と同時に,万 人

の詩人であるこ とをはっき り認識 していた。 そ して,か れ は自分 の作品の普

遍性 を確信 して,こ う付 け加 える。

そ して私 は永 く人 々に愛 され るだろ う,

それは私 が よい心根 を詩の竪琴 で掻 き立てたか らだ,

それは私 が このす さん だ時代 に 自由 と

倒れ たものへの慈悲 を誉 め讃 えたか らだ。27

プー シキンは 「入 々に愛 され るだろ う」と言い放 っているが,そ の 「人々」

とい う単語の もとの ロシア語 は 「ナロー ド」である。 それにふ さわ しい訳語

は,こ の場合,国 民でも,ネ ー シ ョンで も,人 民で もない。 もっ とも漠然 と

して広 い意味の 「人々」で なけれぼなるまい。「愛 と慈悲」に国境 はないはず

である。

偏狭 なナシ ョナ リズムの立場 か ら,プ ー シキンを 「ロシアの偉大 な詩人」,

「ロシアの国民詩人」 と持 ち上げ
,「 ロシア語で読 まなけれぼ,プ ーシキ ンを

本 当に理解 す ることはで きない」 とまで言った(今 も言 っている)愛 国者 た

ちは,実 は,豊 かで多面 的なプーシキ ンを切 り詰 め,倭 小化 しているのであ

る。



22

注

1.藤 沼 貴 「ロ シ ア の 作 家 と チ ェ チ ェ ンA.S.グ リボ エ ー ド ブ の 場 合 」。

創 価 大 学 外 国 語 学 科 紀 要,第9号,1999,P1-21

「ロ シ ア の 作 家 と チ ェ チ ェ ンA .A.マ ル リ ン ス キ ー(ベ ス ト ゥ ー ジ ェ フ)の 生

活 」 同 上 紀 要,第11号,2001,P.1-19

「ロ シ ア の 作 家 とチ ェ チ ェ ン ーA .A.マ ル リ ン ス キ ー の 作 品(デ カ ブ リ ス ト蜂

起 以 前)」 同 上 紀 要,第13号,2003,P1-21

「ロ シ ア の 作 家 とチ ェ チ ェ ン ーA .A.マ ル リ ン ス キ ー の 作 品(デ カ ブ リ ス ト蜂

起 以 後)」 同 上 紀 要,第15号,2005,P25-38

2.1'aNr3aHOB1-:1'.A.C.ny皿EHHHKaBRa3;Ha6πlo几eHH∬Hcy田 πe且HH/1

11y皿R四HMHpBocToKa.C.144156.M.,1999

Be皿 狙cK励B.r.Ho五H.co6p.Coq.B13T.M,1955.T.VEC.732,C.733

3.こ こ で 「船 長 」 は ピ ョー トル 大 帝 の こ と。

4.rIo∬H.co6P.COTS.B16T.M.,1977(以 下,「 大 全 集 」 と表 記 し,巻 数 をmマ

数 字 で 前 に,ペ ー ジ 数 を 算 用 数 字 で 後 に 書 く)

5.大 全 集 。 皿,263

6.大 全 集 。XII,310

7.大 全 集 。XII,311-313

8.大 全 集 。W,333

9.大 全 集 。1,5--8

な お,「 黒 人 」 は 現 在 で は 差 別 語 で,公 表 さ れ る文 章 の 中 で 使 用 す る の は 不 適

切 で あ る 。 し か し,プ ー シ キ ン は こ の 語(原 語 は 「ア ラ ー プ 」)を 差 別 意 識 な し

に使 っ て い た 。本 論 文 で も この 語 を プ ー シ キ ンが 使 っ た も の と して 引 用 し て い る

に過 ぎ な い 。

10.岩 間 徹 『プ ー シ キ ン。 詩 人 と革 命 家 の 聞 』。1963,誠 文 堂,P14

11.大 全 集 。II,338

12.大 全 集 。XII,313

13.同 上

14.イ ブ ラ ヒ ム と い う の は,ピ ョー トル が ア ブ ラ ー ム ・ハ ン ニ バ ル を ロ シ ア 正 教 に

改 宗 さ せ た と き に,つ け て や っ た 名 前 と 同 じ で あ る。

15.A.C.rIy皿 眠HHBBocHoMH且axHAxcoBpeivrexxHKOB.B2T.T.1,C.82.M.,1974



ロ シア の作 家 とチ ェチ ェ ン(藤 沼>23

16.TaMtee.C.119

17.大 全 集 。1,9-20

18.大 全 集 。V皿,

19.大 全 集 。XIII,15

20.大 全 集 。II,146-147

21.大 全 集 。II,331-333

22.大 全 集 。1～孔5-6

23.大 全 集 。1,189

24.大 全 集 。II,439

25.大 全 集 。V,136

26.大 全 集 。II,89

27◆ 大 全 集 。III,424


